
変
更
す
る
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

新
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

旧
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
十
三
番
七
号

東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
八
番
地
五

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務

補
助
金
等
の
名
称

事
務
を
行
う

都
道
府
県

都
道
府
県
が
行
う
事
務
の
内
容

（
項
）

児
童
手
当
及
子
ど
も
手
当
交

付
金

全
て
の
都
道

府
県

一

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
五
条
の
規
定
に

よ
る
補
助
金
等
の
交
付
の
申
請
の
受
理

（
目
）

被
用
者
児
童
手
当
交
付
金

二

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等

の
交
付
の
決
定
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
申
請

に
係
る
書
類
等
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行

う
現
地
調
査
等

（
目
）

特
例
給
付
交
付
金

（
目
）

被
用
者
小
学
校
修
了
前
特

例
給
付
交
付
金

（
項
）

児
童
手
当
及
子
ど
も
手
当
交

付
金

北
海
道
、
青

森
県
、
岩
手

県
、宮
城
県
、

秋
田
県
、
山

形
県
、
福
島

県
、茨
城
県
、

栃
木
県
、
群

馬
県
、
千
葉

県
、東
京
都
、

神
奈
川
県
、

新
潟
県
、
富

山
県
、
石
川

県
、福
井
県
、

山
梨
県
、
長

野
県
、
岐
阜

県
、静
岡
県
、

愛
知
県
、
三

重
県
、
滋
賀

県
、京
都
府
、

大
阪
府
、
兵

庫
県
、
奈
良

県
、
和
歌
山

県
、鳥
取
県
、

島
根
県
、
岡

山
県
、
広
島

県
、山
口
県
、

一

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付

の
申
請
の
受
理

（
目
）

子
ど
も
手
当
交
付
金

二

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等

の
交
付
の
決
定
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
申
請

に
係
る
書
類
等
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行

う
現
地
調
査
等

（
項
）

業
務
取
扱
費

三

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知

（
目
）

子
ど
も
手
当
市
町
村
事
務

取
扱
交
付
金

四

法
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
の
規
定
に
よ
る
事
情
変
更
に
よ
る
決
定
の

取
消
し
等
に
係
る
通
知

五

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
状
況
報
告
の
受

理
六

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事

業
等
の
遂
行
の
命
令
に
係
る
通
知

七

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受

理
八

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
額

の
確
定
等
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
報
告
書
等

の
書
類
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地

調
査
等
並
び
に
通
知

九

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
の

た
め
の
措
置
の
命
令
に
係
る
通
知

三

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知

四

法
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
の
規
定
に
よ
る
事
情
変
更
に
よ
る
決
定
の

取
消
し
等
に
係
る
通
知

（
目
）

非
被
用
者
児
童
手
当
交
付

金

五

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
状
況
報
告
の
受

理

（
目
）

非
被
用
者
小
学
校
修
了
前

特
例
給
付
交
付
金

六

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事

業
等
の
遂
行
の
命
令
に
係
る
通
知

七

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受

理
八

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
額

の
確
定
等
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
報
告
書
等

の
書
類
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
現
地

調
査
等
並
び
に
通
知

九

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
の

た
め
の
措
置
の
命
令
に
係
る
通
知

十

法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
に
係
る

通
知

十
一

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定

の
取
消
し
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に

係
る
通
知

十
二

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助

金
等
の
額
の
確
定
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の

命
令
に
係
る
通
知

十
三

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立

入
検
査
等

平成™š年œ月š—日 月曜日 第œœ�›号官 報
住
所
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
３
丁
目
1
6
2番
地
１

康
Î
枝
昭
和
5
9年
６
月
2
4日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
高
洲
２
丁
目
７
番
９
`
5
0
5号

閻
松
昭
和
4
0年
８
月
９
日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
亀
戸
７
丁
目
3
7番

1
2号

陳
平
成
元
年
1
0月

1
6日
生

住
所
岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木
1
6
5
3番
地
3
2
0

朴
¥
樹
昭
和
4
5年
６
月
1
0日
生

住
所
岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木
8
8
4
9番
地
２

朴
≥
樹
昭
和
4
6年

1
2月
１
日
生

住
所
東
京
都
中
央
区
湊
３
丁
目
1
7番
８
`
1
1
0
4号

金
周
仁
昭
和
4
9年

1
2月

3
1日
生

住
所
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
３
丁
目
１
番
１
`
1
0
1号

朴
永
和
昭
和
3
2年

1
2月

2
8日
生

住
所
千
葉
県
浦
安
市
入
船
６
丁
目
６
番
3
0
3号

許
健
三
昭
和
4
9年
９
月
６
日
生

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
者
と
し
て
指
定
し
た
財
団
法
人
民
事
法
務
協
会
か

ら
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
た
め
、
同
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

住
所
浜
松
市
中
区
佐
鳴
台
３
丁
目
2
3番

4
0
5号

劉
淑
珍
昭
和
4
0年
２
月
1
5日
生

周
異
平
成
８
年
７
月
1
7日
生

周
瀏
平
成
1
1年
１
月
1
3日
生

住
所
奈
良
県
桜
井
市
大
字
粟
殿
9
7
5番
地

崔
順

昭
和
1
5年
４
月
1
0日
生

李
詔
子
昭
和
2
0年
２
月
８
日
生

崔
à
子
昭
和
4
4年
５
月
１
日
生

住
所
東
京
都
G
飾
区
鎌
倉
１
丁
目
５
番
８
号

ラ
イ
ラ
・
サ
ン
ト
ス
・
ノ
モ
ト
昭
和
4
4年

1
0月
１
日

生
住
所
東
京
都
足
立
区
花
畑
２
丁
目
1
6番
４
`
3
0
9号

兪
明
美
昭
和
3
5年
３
月
１
日
生

梁
利
香
昭
和
5
9年
７
月
８
日
生

梁
勝
憲
昭
和
6
1年
５
月
1
1日
生

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
二
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
二

項
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示

第
二
百
四
十
六
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
予
算
に
よ
り
支
出
さ
れ
る
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。た
だ
し
、

平
成
二
十
二
年
度
以
前
の
予
算
に
よ
り
支
出
さ
れ
た
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

š
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